
勿凝学問 164 

医療のムダを削って負担の軽減をという話に気乗りがしない理由 

読売新聞での勉強会で、若干説明が足りなかったような気がすること 
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「医療のムダを削って負担の軽減を」と言えば、他の誰も損害を被ることなく誰かが利得

を得ることができる余地の話をしている、すなわちパレート改善の話をしているようで、

誰も反対しない論であるような気がする。しかし、その話しにどうも気乗りがしないので

ある。先日の 25 日水曜日に読売新聞に医療問題についての勉強会で呼ばれた時に、なんと

なく説明が足りなかったような気がしたので、「医療費の三面等価の原則」について追加説

明をしておこうと思う。 

 

出所１ 下記文献、18-19 頁 

2007 年 1 月 15 日（座談会 2006 年 11 月 14 日） 

 座談会「医療と経済――柳澤伯夫厚生労働大臣・大久保満男日本歯科医師

会会長」『日本歯科医師会雑誌』（Vol.59 No.10)  

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/zadankai.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/zadankai.pdf


 



 

 



 



 



 

 

・・・以下省略・・・ 

 

 



出所２ 下記文献、18-19 頁 

 自治体病院全国大会 2007「地域医療再生フォーラム」講演録 

2007 年 11 月 7 日開催 

講演Ⅰ 「医療制度改革の方向」 

        国際基督教大学教養学部 教授 八代 尚宏 氏 

講演Ⅱ 「医療崩壊をめぐる政治経済学－いま何が起こっているのか？」 

        慶應義塾大学商学部 教授 権丈 善一 氏 

討 論 

     座  長： 熊坂義裕 岩手県・宮古市長 

     パネリスト： 八代尚宏 氏、権丈善一 氏 

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/tiikiiryosaiseiforum.pdf


 

 

さらにもう一点。2 時間にわたる時間のなかで、かなり今日の日本的な民主主義的政策形

成の話をしていたのであるが、わたくしが民主主義の運営コストの話をする際に、「ウィッ

シュリスト」という言葉を紹介しておけば良かったと後悔もしているので、次の雑文を紹

介させてもらいます。 



勿凝学問 89 マニフェスト選挙と民主主義の運営コスト――6月 27 日のブレア首相辞任

に思うことなど 

勿凝学問 161 この国の民主主義が一歩前進か――前原民主党前代表の民主党マニフェス

ト批判 

 

なお、スウェーデン在住の知人から、偶然にも昨晩、次のメールが届いたことも紹介さ

せてもらう。 

 

先生が「勿凝学問 89」でイギリスについて書かれている「ウイッシュリスト」は

スウェーデンでも存在しないことを挙げたいと思います。主要紙には毎日、与野党

の政治家が「討論記事」（DebateArticle）という形で様々な政策提案を行います（政

府側の提案記事も多くは政治任用のスタッフが書いているそうです）が、ここでは

必ず「この提案には○○万クローナかかるが、そのための費用は○○税を増やすこ

とでまかなう」という形で費用負担の根拠を示すことが暗黙の了解です。野党が与

党の政策を批判することは常ですが、それでも新たな提案をするためにはこれを行

わないことにはそれだけで「無責任」の反論を浴びることになります。 

・・・ 

スウェーデンは高率の税・社会保険料だけが取り上げられますが、過去引き上げ

られてきた経緯としては、選挙がある度に主に社民党が「○○手当を○○クローナ

引き上げたい。そのために○○保険料を○％引き上げる」と提案して、それで選挙

に勝った結果実際に引き上げが行われてきたというもののようです。これに対し、

野党である中道右派政党は「我々が政権を取ったら減税を行う」と公約するものの、

「減税はいいがその代わり何を削るのか」と批判されて負けてきたというのがこれ

までの選挙のパターンだそうで、このために「減税を公約にすると選挙で負ける」

とまで言われています。 

 

 他国はうらやましいかぎりです。原因はあまたありすぎて、この国じゃ、無理だな。こ

のメールは、次のようにつづくのであるが、今日はこのあたりで。 

 

もちろん、問題が無いわけではなく・・・ 

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare89.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare89.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare161.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare161.pdf

